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　松山市のふるさと納税「笑顔広がる！まつやま応
援寄附金」には、全国の多くの方々から心温まる御
寄附をお寄せいただき、お陰をもちまして、平成２５
年度の寄附総額は２０，２４５，５００円となりました。皆様
の御支援は、大変ありがたく、松山市民を代表して、
心からお礼申し上げます。
　私は、この貴重な御寄附を“人が集い　笑顔広が
る　幸せ実感都市　まつやま”の実現に向けて有効
に活用させていただくことが、皆様への恩返しにな
ると信じています。御寄附は、使途を御指定いただ
いたテーマごとに、平成２５年度に実施した１２事業に
充てるとともに、「市長におまかせ」については、
私が特に力を入れております３事業に活用させてい
ただきました。
　さて、平成２６年は、瀬戸内海が全国で初めて国立
公園に指定されて８０周年、現在の道後温泉本館が改
築されてから１２０周年、四国八十八ヶ所霊場が開創
されて１２００年という、松山市にとって大きな節目の
年です。この好機をいかして、松山の魅力や話題を
広く全国へ発信するとともに、本市が笑顔あふれる
まちになるよう、全力で取り組んでまいりますので、
これからも応援いただきますよう、お願い申し上げ
ます。

　　　　　　　　松山市長

“人が集い　笑顔広がる　幸せ実感都市　まつやま”の
実現に向けたまちづくりを進めています。



❶ 健康・福祉分野� 寄付金額 3,747,000円（118件）

❷ 安全・安心分野� 寄付金額 310,000円（24件）

節目年齢の歯周疾患検診
　歯を失う主な原因はむし歯と歯周病ですが、40歳代を境に歯周病で歯を失う人が急増する
ため、平成25年６月から40・50・60・70歳の特定の年齢の方に、市内登録医療機関で歯と
歯ぐきの健康状態の診査と適切な歯科保健指導を無料で受けることができるようにしました。
　医療機関を受診する機会が増えることにより、歯周病の早期発見・早期治療につながり、
歯の喪失を予防し、生涯を通じた口腔の健康管理に結びつくことが期待されます。
（平成25年度実績）受診率16.2％

仮設園舎の設置等による待機児童数ゼロの達成
　ここ数年、松山市の南部及び西部地域は待機児童の多い地域でしたが、平成
25年度は宅地開発等の影響で例年以上に待機児童の増加が懸念されました。
　このため、この地域で比較的園庭面積に余裕のある公立保育園２園（つばき
保育園・味生保育園）について、児童の受入数を増やすための仮設園舎を設置
しました。

　この仮設園舎は、耐震性に優れており、内
装等も本来の建物と遜色がなく、空調も完備しているため、入所している児童
は本園舎と変わらない良好な保育環境で保育園生活を送っています。
　また、この事業のほか家庭的保育事業の拡充等による待機児童対策の取り組
みにより、平成26年４月時点における松山市の待機児童数は、13年ぶりに「ゼ
ロ」を達成することができました。

大規模災害等への備えとなる物資・資機材の整備
　地震等の大規模災害発生時に、被災者に対して食料や飲料水、日用品、
毛布等の物資を速やかに供給するために必要物資を備蓄するとともに、
風水害等による被害の軽減を図るため、水防活動で使用する資器材を
整備しています。
　そのほか、平成25年度は、災害時に必要とな
る発電機やリヤカーを、避難所となる市内小学
校へ配備しており、平成26年度は、中学校へ配
備することとしています。

「機動重機消防団」の整備による
� 地域消防防災力の充実強化
　大規模地震や風水害等の災害時に、障害物の撤去や人命救
助等を迅速に行うため、重機と操作資格をあわせ持った消防
団員による「機動重機消防団」を新たに整備し地域の消防防
災力の充実強化を図りました。
　なお、平成26年３月31日現在で32名の消防団員が「機動
重機消防団」に登録されています。

つばき保育園仮設園舎の保育室内での保育風景

味生保育園仮設園舎の全景と園庭で遊ぶ園児たち

備蓄倉庫の状況 

機動重機消防団による防災訓練の様子

小学校へ配備したリヤカー



❸ 産業・交流分野� 寄付金額 1,464,000円（96件）

❹ 教育・文化分野� 寄付金額 3,218,000円（181件）

瀬戸内海に新しい魅力を！
　瀬戸内海のもつ魅力に着目して、新たな観光戦略

「瀬戸内・松山構想」に取り組んでいます。
　宮島・広島・呉・松山を結ぶ航路を瀬戸内海道１
号線と名づけ、１日23往復する定期航路に加え、テー
マクルーズ商品等の旅行商品を作り、“瀬戸内海”の
魅力をより多くの人に知ってもらい、訪れていただ
けるよう取り組んでいます。
　平成25年11月には、国から、京都・広島・瀬戸
内海・松山を巡るルートが、これまでのゴールデン
ルート（東京・富士山・京都ルート）に加え、全国で唯一「新ゴールデンルート」と称し全世界に向け提案され
ました。西日本に光り輝くルートとして定着し、外国人旅行者にも松山を訪れていただけるものと期待している
ところです。

次代につながる果樹産地生産力向上の支援
　近年、果樹農家の経営は非常に厳しい状況であることに加え、
農地の荒廃・耕作放棄地の増加等、生産環境の悪化が続いていま
す。
　そこで、果樹農家の経営改善と所得の向上を図るため、温州み
かん・伊予柑から収益性の高いライム・アボカド（松山市が定め
る果樹有望品種）への品種転換を推進するとともに、安定生産に
必要な防風防鳥ネットやハウス等の栽培施設の導入を支援してい
ます。
　また、農業の担い手確保・育成や、耕作放棄地の再利用に対す
る補助制度等、活力ある持続可能な果樹農業を目指して、総合的
な支援に取り組んでいます。

学習アシスタントの活用支援
　市内の児童・生徒に対し、きめ細かな指導により確かな
学力を育むため、各学校から依頼を受けた地域の教員免許
保有者や教員を目指す大学生等が、学習アシスタントとし
て活動しています。
　個々の児童生徒の学習状況を的確に把握し、個別支援や
習熟度に応じた指導を充実することで、基礎・基本の定着
や学習意欲の向上等、確かな学力の定着に効果を上げてい
ます。
　児童生徒へのアンケートによると「学習が分かりやすく
なった」という回答が87％におよんでおり、保護者から
の期待も大きくなっています。
　平成25年度は、小学校52校、中学校19校が、この事業
を活用し、のべ212名の学習アシスタントが活動しました。

瀬戸内海の夕焼け

児童に学習指導をしている学習アシスタント

本事業で実施された無加温ハウス



❺ 環境・都市分野� 寄付金額 1,614,000円（130件）

松山総合公園のリニューアル
　松山総合公園は、平成元年に開園（平成13年全面開園）以来、
身近な自然公園として、年間約40万人に来園いただいていますが、
開園後20数年が経過したことによる施設の老朽化に加え、バリア
フリー化や近年の市民ニーズの多様化への対応が必要となってい
ました。

　そこで、老朽化し
た 椿 園 を バ リ ア フ
リーに配慮して改修
するとともに、新た
に「俳句の道」として、園路沿いに俳句等の掲示板を備え付けた眺
望スポットを設けました。
　また、平成22年に実施した「みんなのまつやま夢工房」で市民
から提案のあった、「ドッグラン」「四季折々の花木が楽しめるゾー
ン」を設置する等、園内の新たな魅力づくりに取り組みました。

西クリーンセンター完成	
　旧西クリーンセンターの老朽化に伴い、平成21年7月から建替え
工事を行っていた西クリーンセンターが、4年6ヶ月の期間を経て平
成25年12月に竣工しました。
　新しい施設は、従来の施設の1.4倍にあたる日量420トンのごみ焼
却能力を有しており、ごみの焼却で発生した熱を利用して6,600キロ
ワットの電力の発電を行い施設内で使用したり、焼却灰を固めて道路
工事等で用いるアスファルトの骨材にする等、資源の有効利用に取り
組んでいます。
　この施設の完成により、将来にわたって一般廃棄物の安定的な処理が可能となるとともに、環境に配慮した施設
として循環型社会の形成の推進が図られました。

新たに整備されたドッグラン（小型犬用） 。大型犬用も
別区画に整備しており、無料でお使いいただけます。

松山総合公園の展望塔。松山城とほぼ同じ高さ141m。
市街地から瀬戸内海までの大パノラマです。

西クリーンセンターの外観

安全・安心な活動拠点「放課後子ども教室」
　小学校の余裕教室や公民館等を活用して、子どもたちの安全・安心な活動拠点（居
場所）を設け、地域の方々の参画を得て、放課後や週末等に様々な体験活動や交流
活動等の取り組みを推進する「放課後子ども教室」を、市内27ヶ所（平成25年度
末現在）開設しています。
　宿題やプリント学習の実施により、学習習慣の定着が図られるほか、各種スポー
ツ・文化活動等の実施により、積極性や協調性が育まれています。
　また、高齢者の皆さんから、昔の遊びや地域の伝統文化等を伝えてもらうことで、
優しい心や礼儀正しさ等が身についているとの評価も保護者から得ており、たくさ
んの友だちと地域の皆さんに囲まれて、笑顔で元気な子どもたちが育っています。

❹ 教育・文化分野� 寄付金額 3,218,000円（181件）

宿題に取り組む子どもたち

茶道のお点前を体験



❻ 自治・行政分野� 寄付金額 120,000円（5件）

「市民と市長が直接対話」タウンミーティング
　市長が地域にお伺いして住民の皆さんと直接意見を交わし、地域の魅力
や課題等について認識を共有するとともに、今後、地域と行政がどのよう
な役割分担でまちづくりを進めていくかについて一緒に考えています。
　平成23年１月から市内41全地区を約２年で回り終え、平成25年５月か
ら二巡目に取り組んでいます。
　このタウンミーティングは、「やりっぱなしにしない、聞きっぱなしにし
ない」という姿勢で、いただいたすべての意見に対し、検討した結果をお
返しするとともに、できることから市政に反映させています。

地域住民主体のまちづくりを推進	
　松山市では、地域の皆さんが主体となって、行政と協働で地域の
課題解決や魅力を活かしたまちづくりを目指し、市内41全地区ごと
に「まちづくり協議会」の設立を進めており、現在、12地区で協議会、
4地区で準備会が活動しています。
　「まちづくり協議会」を設立すると、地域の団体や組織同士がつな
がり、現状の把握や課題について話し合いが行われ、考えられる対
策等が取りまとめられることで、地域の意見が反映され、それぞれ
の地域の特色に合ったまちづくりが推進されます。

堀江港活性化のためのイベント開催
まちづくり協議会

の概略図

住民と地域の魅力や課題を話し合う
タウンミーティング



❼ 市長におまかせ� 寄付金額 9,772,500円（413件）

ことばのちからイベント２０１３
　正岡子規や高浜虚子を輩出し、小説「坊っちゃん」や「坂の上の雲」の舞台になる等、文学と深い関わりを持
つ松山市の風土を活かして、全国的にも珍しい「ことば」をキーワードにした各種イベントを実施しています。
　平成25年度は「俳句甲子園」、「響け!! 言霊“ことばのがっしょう”群読コンクール」、「街はことばのミュージ
アム」に加え、「子規のいる街シンポジウム」を実施しました。いずれのイベントも各種メディアに大きく取り上
げられており、松山市独自の街づくりを全国に情報発信しました。
　また、これまでの取り組みが評価され、「ことば」にこだわりをもった様々な文化的イベントが、2013年度グッ
ドデザイン賞を受賞しました。

三津浜地区の賑わいを創出
　港町として栄えた面影が今も息づく三津浜地区の活性化を
図るため、歴史や文化等、魅力ある地域資源を活用したイベ
ントの開催に加え、「三津浜焼き」等の三津浜食文化の普及拡
大、町家を活かしたまちづくりの活動支援、三津浜地区の活
性化に寄与する活動に対する補助制度の創設等、三津浜の魅
力発信や賑わいの創出に取り組んでいます。

北条鹿島の魅力を高め地域の活性化に
　平成24年度に策定された「松山市風早レトロタウン構想」
に基づき、北条地域のシンボルである北条鹿島の活性化に取
り組んでいます。
　これまでに、倒木処理等の環境整備、レストハウス等の市
有施設の改修、渡船・駐車場使用料の改正、地元団体との協
働による各種イベントの開催等、島内の魅力を高める取り組
みを続けており、平成25年度は、「かしまーる（北条鹿島博
物展示館）」をリニューアルオープンしました。
　平成26年度には、地元団体が主体となった各種イベントの
開催、「北条鹿島野生鹿保護管理計画」に基づいた野生鹿対策、

「かしまーる」を活用した年4回の著名人による講演会や句会・
昔のおもちゃづくり等のイベントを実施します。

大街道商店街で開催された「俳句甲子園」 「響け!! 言霊“ことばのがっしょう”群読コンクール」

二日まるごと三津三昧の様子

平成26年3月21日にリニューアルオープンした
かしまーる（北条鹿島博物展示館）

地域の自然・歴史展示に加え、憩いの場として多目的室を完備



ふるさと納税

笑顔広がる！まつやま応援寄附金
お申し込み・お問い合わせ

環境に配慮した「植物油インキ」を使用しています。


